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特別損失（減損損失）の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2026 年 3 月期第 1 四半期（2025 年 4 月 1日～2025年 6月 30 日）において、下記の通り特

別損失（減損損失）を計上することといたしましたのでお知らせいたします。 

また、2025年 7月 24日に公表した業績予想を修正いたしますので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

1．特別損失の内容 

 当社は、2025 年 4 月 7 日に公表いたしました「（開示事項の経過）固定資産の譲渡及び一時使用賃貸

借契約の履行完了に関するお知らせ」のとおり、厚木工場の土地を 2025 年 4 月 7 日付で譲渡し、生産

性の向上に向けた新拠点への移転等の再生プランを進めております。これに伴い、「固定資産の減損に

係る会計基準」に基づき厚木工場に係る将来の回収可能性を検討した結果、厚木工場に帰属する固定資

産について帳簿価額を回収可能価額まで減額し、2,575百万円の減損損失を計上いたします。 

 減損損失の内訳は、建物及び構築物 472百万円、機械装置及び運搬具 200百万円、工具器具及び備品

68百万円、また、建物の解体・撤去及び土地の汚染調査・対策に係る資産除去債務の見積額 1,833百万

円です。 

 

2．業績予想の修正について 

(1)2026年 3月期 第 2四半期（累計）連結業績予想の修正 

（2025年 4月 1日～2025年 9月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親 会 社 株 主 に 

帰 属 す る 

中 間 期 純 利 益 

１株当たり 

中 間 期 

純 利 益 

( ※ ) 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 12,018 △72 △17 4,268 194.53 

今回修正予想（Ｂ） 14,594 510 418 3,168 144.38 

増減額（Ｂ－Ａ） 2,575 582 435 △1,100 △50.15 

増減率（％） 21.4 － － △25.8 △25.8 

【参考】前年同期実績 

（2025年 3月期  

第 2四半期(累計)） 

8,288 △54 △44 16 1.08 



 

(2)2026年 3月期 通期連結業績予想数値の修正 

（2025年 4月 1日～2026年 3月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親 会 社 株 主 に 

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり 

当期純利益 

( ※ ) 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 28,208 453 436 4,377 199.46 

今回修正予想（Ｂ） 30,201 955 793 3,256 148.38 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,993 501 356 △1,120 △51.08 

増減率（％） 7.1 110.5 81.6 △25.6 △25.6 

【参考】前期実績 

（2025年 3月期 通期） 
17,736 39 33 44 2.89 

（※）当社は 2025年 5月 31 日(土)（実質上、2025年 5月 30 日(金)）を基準日として、同日最終の

株主名簿に記載された株主の所有普通株式１株につき、10 株の割合をもって株式分割を行って

おります。 

        そのため、上記表中の「１株当たり当期純利益」は株式分割後の発行済株式総数に基づいて

記載しております。 

 

 

(3)修正の理由 

上記「1．特別損失の内容」にて記載しましたとおり、厚木工場の土地の譲渡及び生産性の向

上に向けた新拠点への移転等の再生プランの進行に伴い、厚木工場に帰属する固定資産に係る減

損損失を計上したことにより、親会社株主に帰属する当期純利益は前回発表予想を下回る見込み

です。 

一方、2025年 4月 15日に公表いたしました「（開示事項の経過）Kunshan Veritas Automotive 

Systems Co., Ltd.株式の取得（子会社化）の一部（51％分）実行完了に関するお知らせ」のと

おり 2025年 4月 15日付で子会社化した Kunshan Veritas Automotive Systems Co., Ltd.は、

2025年 4月 1日をみなし取得日として連結の範囲に含め、2026年 3月期第 1四半期よりその業

績を連結業績に含めております。しかしながら、当該子会社の決算期が 12月であったことで誤

認により、前回発表予想におきまして翌年 3ヶ月分の業績予想を反映することができておりませ

んでした。これを適切に反映したことで、売上高、営業利益、経常利益は前回発表予想を上回る

見込みとなりました。 

 

（※）本業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の

業績は、今後の様々な要因により予想と異なる場合があります。 

 

以上 


